
【申し入れ項目】
１．2025年度冬期体制時における成果と課題を明らかにすること。
２. 2025年冬期体制時における輸送障害を具体的に明らかにすること。
３. 倒木対策における成果と課題を明らかにすること。
４. インバウンド対策における成果と課題を明らかにすること。
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 「2025年度冬期体制」の検証に関する申し入れ     

交渉速報

長野地本は８月18日、「2025年度冬期体制」の課題を明確にするために長野事業本
部との団体交渉に臨みました。

【組合側の主張】
●大糸線において倒木対策など事前対応の成果が見られた一方、で飯山線では初動 判断や倒木対応に課題
が残ったのではないか。

●飯山線131Dの事象では、乗務員から運行継続が厳しいとの声があったにも関わらず、駅間で長時間停車
となった。輸送対策本部が乗務員の現場判断をより尊重し、早めの運休・抑止判断を行う必要がある。

●倒木・除雪・災害時対応では、危険と判断した場合には作業させないこと、見張りや複数名体制など安全
確保のルール・方向性を明確にすべき。

●駅間停車時には暖房停止や長時間滞留などお客さまへの影響を踏まえ、早期に救済手配する判断する必要
がある。 

●倒木対策について、老木や危険箇所の重点確認、自治体・地権者との連携、乗務員からの情報共有をさら
に強化すべき。 

●インバウンド対応では、現場の負担が解消されていない。応援要員の配置、事業本部社員による現場支援
や実効性ある対策をするべき。

●冬期体制については事業本部化後の新たな課題も含めて引き続き議論していく。

【会社側の見解】
●輸送障害の主な発生件数は計29件で、特に飯山線のポイント不転換や倒木が多かった。
●他支社とのWeb会議等により早めの運休判断や旅客案内の強化を進め、雪抱えによる駅間停車は前年度よ
り抑えられた。 

●131D の長時間停車については課題と認識し、今後の振り返りを通じて早めの判断につ なげていきたい。
●倒木や災害時の現場対応については業務上必要な場合は指令が指示するが、乗務員とのコミュニケーショ
ンを踏まえ、危険と判断される場合には作業させない考えである。

●一人での災害現場対応や他事業本部エリアでの作業については背景やルールを確認し、全社的な線引きも
含めて整理が必要である。

●倒木対策では、今後も専門会社による確認、危険木の伐採、自治体・地権者との連携を継続していく。 
●インバウンド対応について可能な対策を順次実施しているが、現場の負担や課題は認識している。白馬駅
のチャージ機・指定席券売機増設については、課題意識はあるものの、 全社方針に基づく対応となるため
現時点で具体的な計画は示せないとした。 • 冬期のインバウンド増加や大型荷物対応は東日本管内共通の
課題であり、できる対策から進める考 えである。

●次年度冬期体制については昨年同様に必要な形を整えていく。
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